
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  
 
 

 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡山市立行健中学校 

№13 2012/７/2０（金） 
 

【２学期１週目予定】 
８月２７日（月） 金５式総美：Ｂ案 ４校時 
○ 学級活動（１校時） 
○ 2学期始業式（２校時） 
○ 激励会・賞状伝達（３校時） 
○ 美化作業（４校時） 

     ※ 12:20一斉下校 部活動なし 
※ 合唱部は16:30まで活動可 

２８日（火） 火①②③④⑤月６ 
 ○ バザー昼食注文受付～３０日 
○ １,２年成果テスト（①国②数③英④理⑤社） 

 ○ ３年実力テスト（①国②数③英④理⑤社） 
○ １・２年教育相談（～９／３） 

２９日（水） 水１２３４月４月５：Ｂ案 
    ○ 市合唱祭 郡山市民文化センター 
  ○ バザー提供品受付～３１日 7:40～8:10 
  ○ スクールカウンセラー 
３０日（木） 木１２３４５６：Ｂ案 
    ○ 市英語弁論 
  ○ １年ボランティア ５・６校時 
３１日（金） 金１２３４避：Ｂ案 

○ 避難訓練（防犯教室） ５校時 
  ○ 第１回健翔祭実行委員会 15:00 
  ○ 総務委員会 18:00  会議室 
１日（土） 県合唱コンクール 

 

 

 

  

 

１７日（火）から２０日（金）ま
での４日間、ＰＴＡ運営委員会の
方々が、朝早くから学校前で、交通
安全指導などを行いました。学校北
側は、交通量が多く危険です。十分
注意して登下校してほしいと思いま
す。ご協力ありがとうございます。 

 

１学期の学校評価にご協力いただきありがとうございます。「他
人を思いやりながら、仲良く生活している」「集団の一員として、
みんなのために行動している」「責任を持って自分の役割を果たし
ている」「部活動に目的意識を持ち、集団の和を考えながら練習に
励んでいる」「毎日朝食をとっている」などの各項目で、ＡＢ合わ
せて９割以上の方々が「達成されている」という評価をいただき
ました。多くの生徒が学校生活を友達と仲良く、楽しく生活して
いることや部活動に積極的に取り組んでいる様子が保護者の方々
にも伝わっていることがわかりました。しかし、「苦手教科に対し
て、計画的に学習に取り組んでいる」「毎日決まった時間に家庭学
習を行っている」は、ＡＢ合わせて５割台の評価にとどまりまし
た。家庭学習の習慣化や自主的に苦手教科を克服しようとする生
徒の育成を目指した手立てが今後の課題と言えます。ご家庭との
連携・協力をはかりながら、これらの課題改善に向けて２学期の    
教育活動を推し進めていきたいと思います。 

今日で７２日間の１学期が終了し、明日から３７日間の夏休み
に入ります。 
さて、みなさんにとって､どんな１学期だったでしょうか。 
 学校全体として振り返ってみると、中体連での各部の活躍を始
めとして吹奏楽コンクールや各種学校行事など、いろいろな活動
面で行健中生のがんばりが感じられた４カ月だったと思います。
努力が実を結び､大きな収穫が得られた人がたくさんいました。
そういう意味では、「行健魂」が十分に発揮されたように感じま
す。 
 しかし、ここでは別の面から１学期を振り返ってみます。それ
は、みなさんの学校生活そのもののことです。つまり、この１学
期が、行健中生みんなにとって、不安や心配のない、楽しく充実
したものであったか、ということです。 
 とても残念なことですが、毎日の学校生活の中で、靴が隠され
たり､なくなったりということが何回かありました。また、大切
にしているものを取られたり、壊されたり、嫌がらせの手紙を送
りつけられたり､物やロッカーに落書きをされたりした人がいま
した。携帯のメールなどでの誹謗･中傷（悪口を言う､ありもしな
いことを言う）ということもありました。理由や原因はそれぞれ
にもっともらしいものがあるのかもしれません。しかし、気に入
らない、あるいは自分と合わないなどということで、そういう行
為が正当化されるわけはありません。学校には、大勢の人がいま 
  

す。毎日過ごす学級にも３０人くらいの人がいて、考え方も感
じ方もそれぞれに違います。だから、いろいろなことで意見が
対立することもあります。しかし、「自分から見てはそうだが、
相手にとってはどうだろう」と思いやる（想像する）ことで、
今まで気付かなかったことを発見することができ、そのことが
自分を高め、成長させてくれます。 
つまり、学校（という集団生活）で学ぶ意味は、自分と違う

人と出会うことにあります。だから、相手が、自分（たち）と
違うということで、攻撃したり、居場所をなくそうとしたりす
る人はそもそも学校で生活する資格がないということです。学
校で学ぶ、生活しようとするからには、みんなが楽しく学校生
活を過ごす権利を尊重し合うことが絶対に必要であり、同じ学
級の、または学年の他のクラスの、あるいは別の学年の誰かに
対して、わざわざいやな思いをさせて、その人の学校生活を脅
かすようなことは､絶対に許されることではありません。 
みなさんが将来自立した社会人となるために一番大切なこ

とは、テストの点数でも、運動能力でもなく、他人を理解し、
尊重してつきあっていくということです。 
私は、明るく元気で､活力にあふれた行健中が大好きです。

みなさんもそうだと思います。この行健中を、現在よりさらに
すばらしい学校とするために、先生方にも頑張ってもらいます
ので､生徒のみなさん一人一人の自覚と実行を期待します。 
 


